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[研究者が講師]の 大学の共通教育
平成16(2004)年 度 工学部物理工学科卒業
大学は、自分の志 した[専 門]の基礎を身に付ける場で
あるのは勿論の事、大卒として恥ずかしくない[教養]も
必要であると思います。一般的に、[専門]が 深く追究す
るものであれば、[教養]に は、専門分野を魅力的 に彩る
周辺知識の広さが必要なのではないで しょうか。
斯 く言 う私は、学問を志 したにも関わ らず、書を読ん
で勉強するのが大の苦手。体系的で専門外の書物となれ
ば、尚更の事です。[好奇心 はあるが面倒な事は嫌い]そ
んな私にとって、シラバスを読んで講義に行 くだけで各
分野の触りを紹介 して くれる[共通教育]は、[大学で物理
を専門に学びなが らも、他分野の好奇心も満たせる]魅
力的な講義群でした。
高校までの授業でも広い分野の勉強は出来るわけで
すが、高校と違 うポイン トは、[多くの中か ら興味のある
講義を選べる]、[講師が、教師ではな く研究者である]と
いう点だと思います。特に後者について述べさせて頂き
ます。研究者による講義は、とにかく研究室の臭いがし
ます。その分野の知識だけではなく、研究方法 ・研究ライ
フを説明 してくれます。講師によっては、希望により(福
大内なので)気 軽に研究室を案内 して頂けるので、講義
で説明された研究現場を身近に見学する事まで出来ま
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した。この様な事は、高校でも社会でも中々体験できる
事では無いと思います。
そこでの研究室見学は、研究内容の他に、研究ライフ
(生活スタイル)も 見学できます。研究ライフは、外で鉱
物を取 りに行く、企業とプロジェク トを組んで進める、
海外の研究所に何 ヶ月も出張 して実験する等、研究に
よって様々です。配属された研究室の研究ライフが合わ
ないだけで、それが研究ライフの全てだと思い込み、研
究人生を諦めて しまうのは勿体ない事と思います。共通
教育で研究ライフにも着目することが、研究人生放棄の
抑制に役立つ可能性もあると思 っています。
私は、福井大学大学院進学はしませんでした。しかし、
もし進学 して研究 していれば、共通教育でお世話になっ
た他分野の講師とも気軽に研究の話ができて、自分の研
究が行き詰まった時にも相談相手にな って頂ける場合
もあ ったのかと思っています。このようにして、学生側
からも教授陣が繋がっていけたら、工学部で学科数の多
い特徴のある福井大学であればこそ研究レベルが更に
向上 していける… という形で、学生側も母校発展のお
役に立てたら、幸せだと思います。
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